
厚
生
省

識
烟
国日

本
の
国
立
公
園

一

」ﾉ． 国

立
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園
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監
修

公
園
協
会
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人団
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立
公
園
協
会
発
行
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国
立
公
園
法
案
は
、
昭
和
六
年
二
月
二
十
四
日
諏
第
五
十
九
回
帝
国
議
会
に
政
府
提
案
を
も
っ
て
上
程
さ
れ
、
慎
重
群
議
の
後
、
三
月

二
十
四
日
可
決
、
昭
和
六
年
四
月
一
日
公
布
さ
れ
た
。
安
達
内
務
大
臣
は
法
案
提
出
に
際
し
議
会
で
次
の
よ
う
に
説
明
を
し
て
居
る
。

「
抑
為
国
立
公
園
ヲ
設
定
ス
ル
目
的
〈
、
優
秀
ナ
ル
自
然
ノ
風
灸
地
ヲ
保
護
開
発
シ
ー
ズ
一
般
世
人
ヲ
シ
矢
容
易
二
之
二
親
シ
マ
シ
ム
ル
ノ
方
途
ヲ
識
ジ
マ

シ
テ
、
国
民
ノ
保
健
・
休
養
乃
至
教
化
二
蚕
セ
ン
ト
ス
ル
為
デ
ァ
リ
マ
ス
、
我
国
一
又
国
立
公
園
ト
ナ
ル
ペ
キ
天
与
ノ
地
域
多
ク
、
叉
一
般
国
民
ノ
之
ヲ
利
用

セ
ン
ト
ス
ル
ノ
風
、
年
卜
共
二
盛
ニ
ナ
リ
ッ
ッ
ア
を
一
拘
ラ
ズ
、
マ
ダ
此
種
ノ
施
設
ノ
見
ル
ベ
キ
モ
ノ
ナ
ク
、
一
般
ノ
利
用
上
、
遼
憾
勘
カ
ラ
ザ
ル
状
況
デ
ア

リ
マ
ス
、
然
空
一
国
立
公
園
ノ
実
現
促
進
二
関
シ
マ
シ
ー
ズ
帝
国
議
会
二
提
出
セ
ラ
レ
ク
ル
建
議
及
ビ
諸
願
〈
、
第
二
十
八
議
会
以
来
今
日
マ
デ
ニ
実
二
百
数

十
件
二
上
リ
マ
シ
テ
、
国
民
総
惹
ノ
那
辺
二
在
ル
カ
ガ
窮
上
知
ラ
レ
ル
ノ
デ
ア
リ
マ
ス
、
内
務
省
ニ
テ
ハ
国
立
公
園
ノ
本
質
卜
、
国
民
ノ
要
望
ト
ー
鑑
ミ
マ

言
乏
優
秀
ナ
ル
自
然
ノ
素
延
土
地
ノ
分
布
竝
所
有
関
係
等
ヲ
参
酌
シ
テ
、
全
国
三
塁
リ
十
六
箇
所
ノ
候
補
地
ヲ
選
定
致
シ
マ
シ
ー
ズ
大
正
十
年
以
降
逐
次

基
礎
的
調
・
垂
ヲ
施
行
シ
ー
ズ
既
二
全
部
完
了
ヲ
告
ゲ
タ
ノ
デ
ア
リ
マ
ス
、
此
調
査
ノ
進
行
二
伴
ヒ
マ
シ
ー
ズ
数
箇
所
ノ
候
補
地
三
プ
ハ
政
府
ノ
統
制
ア
ル
対
策

ヲ
待
切
レ
ナ
イ
烹
共
地
元
二
於
テ
漫
然
卜
種
表
ナ
ル
施
設
ノ
経
営
二
誇
手
ス
ル
モ
ノ
ガ
ア
リ
マ
ス
、
今
一
ラ
テ
根
本
政
策
ヲ
確
立
シ
テ
地
方
二
臨
マ
ナ
ケ
レ

マ
ハ
、
他
日
国
立
公
園
ノ
計
画
事
業
二
支
障
汗
格
ヲ
招
来
ス
ル
ノ
虞
ガ
ァ
リ
マ
異
然
ル
ー
二
面
二
於
テ
〈
経
済
事
業
ノ
発
達
二
伴
上
、
動
モ
ス
レ
パ
国
立
公
園

ノ
生
命
ダ
ル
、
他
二
掛
ケ
替
ヘ
ノ
↓
ブ
イ
、
大
勝
衆
ノ
種
心
ヲ
破
壊
ス
ル
ガ
如
キ
事
例
一
で
往
為
惹
起
ス
聖
一
至
リ
マ
シ
タ
ノ
デ
、
今
日
二
於
テ
国
土
計
画
ノ
理

想
二
基
キ
、
永
遠
二
天
然
ノ
公
園
ト
シ
テ
保
謹
開
発
ス
ペ
キ
区
域
ヲ
劃
シ
テ
置
ク
ノ
必
要
ガ
ア
リ
マ
ス
。

若
シ
夫
レ
国
立
公
園
ヲ
通
ジ
テ
我
国
ノ
独
特
ナ
ル
大
風
量
ヲ
、
広
ク
外
国
人
二
享
用
セ
シ
メ
ル
コ
ト
〈
、
彼
ノ
観
光
施
設
卜
相
侯
ツ
テ
我
国
ノ
国
情
ヲ
海
外

二
紹
介
シ
、
国
際
親
善
上
寄
与
ス
ル
所
多
キ
〈
固
ヨ
リ
、
延
テ
国
際
貸
借
改
善
上
二
資
ス
ル
所
必
ズ
ヤ
至
大
ノ
モ
ノ
ア
リ
ト
考
エ
マ
ス
、
政
府
〈
前
述
ノ
如
キ

内
外
ノ
情
勢
二
鑑
ミ
、
之
ヲ
我
国
情
二
照
シ
テ
剴
切
ナ
ル
国
立
公
函
政
策
ノ
大
綱
ヲ
決
定
シ
、
官
民
ヲ
シ
テ
侍
ル
所
ヲ
知
ラ
シ
ム
ル
必
要
ヲ
認
メ
、
昨
年
一
月

内
務
省
二
国
立
公
園
調
査
会
ヲ
設
置
シ
、
斯
界
ノ
権
威
及
亡
関
係
各
庁
ノ
当
局
ヲ
煩
シ
テ
、
鋭
意
調
査
審
議
ヲ
進
メ
テ
居
り
マ
ス
、
今
回
提
案
致
シ
マ
シ
タ
所

ノ
国
立
公
園
造
案
〈
、
実
二
右
調
査
会
ノ
答
申
二
基
キ
テ
成
案
ヲ
得
ル
ー
至
ツ
タ
ニ
ー
ノ
デ
ア
リ
マ
屋

序
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国
立
公
園
法
が
制
定
さ
れ
て
か
ら
今
年
は
丁
度
満
二
十
年
に
相
当
す
●
る
。
二
十
年
と
い
え
ば
決
し
て
長
い
年
月
で
は
な
い
が
、
こ
の
期

間
の
大
半
を
占
め
・
た
満
州
事
変
か
ら
太
平
洋
戦
争
に
至
る
暗
黒
の
渦
中
で
、
国
立
公
園
の
如
き
文
化
行
政
が
辿
っ
た
道
は
決
し
て
銅
云
と

し
た
も
の
で
は
な
か
っ
た
に
ち
が
い
な
い
。
そ
れ
は
む
し
ろ
苦
悩
と
圧
迫
に
満
ち
た
長
い
年
月
で
あ
っ
た
と
も
い
え
よ
う
。
静
か
Ｅ
千

年
の
国
立
公
園
史
を
回
顧
す
る
と
幾
多
の
感
慨
を
新
に
す
る
も
の
が
あ
る
。

我
国
は
講
和
條
約
締
結
と
共
に
平
和
国
家
文
化
国
家
と
し
て
漸
く
自
主
性
を
与
え
ら
れ
た
。
日
本
の
国
立
公
園
も
い
よ
い
よ
本
来
の
使

命
に
生
き
る
秋
が
来
た
感
が
深
い
。
言
つ
ま
で
も
蔵
く
今
後
の
国
立
公
園
の
歩
み
も
、
文
化
行
政
の
故
で
極
め
て
多
難
だ
も
の
が
あ
ろ
う

が
、
こ
の
際
国
立
公
園
法
制
定
以
来
満
二
十
年
の
歩
み
を
順
み
る
と
共
唱
国
立
公
園
設
定
の
趣
旨
に
鑑
み
て
将
来
の
行
き
方
を
考
え
る

こ
と
は
決
し
て
無
意
装
で
は
な
い
。
こ
こ
に
「
日
本
の
国
立
公
園
」
左
刊
行
し
て
広
く
関
係
各
方
面
に
頒
ち
詞
一
手
周
年
を
記
念
す
る
と

共
に
国
立
公
園
の
文
化
的
使
命
達
成
の
た
め
に
、
今
後
一
層
の
御
協
力
と
御
鞭
捷
を
願
う
次
第
で
あ
る
。

本
番
は
国
立
公
園
法
制
室
一
十
周
年
の
記
念
出
版
と
し
て
厚
生
省
国
立
公
園
部
監
修
の
下
に
国
立
公
園
協
会
で
編
集
し
た
も
の
で
、
主

と
し
て
国
立
公
園
の
史
的
発
展
と
そ
の
現
況
を
取
扱
っ
た
。
一
、
国
立
公
園
の
沼
革
二
、
国
立
公
園
の
政
策
と
制
度
三
、
日
本
風
最

と
国
立
公
園
の
部
分
は
日
本
の
国
立
公
園
と
共
に
歩
ん
だ
田
村
剛
博
士
の
執
鐙
に
な
る
も
の
で
あ
り
、
四
、
国
立
公
園
・
国
定
公
園
の
概

要
及
び
五
、
国
立
公
園
関
係
資
料
は
厚
生
省
国
立
公
園
部
に
お
い
て
既
に
発
表
さ
ゆ
た
各
方
面
の
塔
し
い
研
究
資
料
並
に
行
政
関
係
資

料
達
取
捨
選
択
引
用
し
な
が
ら
と
り
ま
と
め
た
も
の
で
あ
る
。
本
替
が
単
な
る
一
千
周
年
の
記
念
出
版
に
止
ま
ら
定
国
立
公
園
の
発
展

の
た
め
に
幾
分
で
も
寄
与
す
る
と
こ
ろ
が
あ
る
な
ら
ば
幸
甚
で
あ
る
。

り
ぉ
公
園
行
政
の
飛
躍
的
進
展
で
あ
っ
た
。

右
の
提
案
理
由
説
明
は
国
立
公
園
法
制
定
の
必
要
と
制
定
に
至
る
ま
で
の
経
過
を
簡
潔
明
瞭
に
指
摘
し
て
居
る
。

国
立
公
園
法
の
制
定
は
従
来
の
公
園
の
凝
念
を
新
な
分
野
に
ま
で
拡
大
し
、
我
国
の
文
化
史
に
輝
や
か
し
い
一
頁
を
加
え
た
も
の
で
あ

昭
和
二
十
六
年
九
月ﾄ

、

１
１
１

１
１

１
１
１ 厚

生
省
国
立
公
陶
部
長

森
本
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